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日
本
近
世
史
の
分
野
で
、
戦
後
、
活
発
に
な
っ
て
き
た
動
向
の
一
つ
に
、

大
学
・
大
学
院
の
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
、
個
別
の
文
書
群
、
あ
る
い
は

特
定
地
域
の
文
書
群
へ
の
集
団
的
な
調
査
・
研
究
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
優
れ
た
集
団
的
な
研
究
成
果
も
生
み
出
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
文
書
群
の
調
査
か
ら
研
究
成
果
の
公
表
に
至
る
ま
で
を
集
団

的
に
実
践
す
る
に
は
、
長
い
年
月
と
た
い
へ
ん
な
労
力
を
必
要
と
す
る
た
め

に
、
途
絶
し
た
例
も
数
多
く
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
集
団
的

な
調
査
を
ふ
ま
え
た
、
新
た
な
集
団
研
究
の
成
果
が
登
場
し
た
。
村
上
直
・

法
政
大
学
名
誉
教
授
の
編
に
よ
る
『
近
世
高
尾
山
史
の
研
究
」
が
、
そ
れ
で

あ
る
。

本
書
は
主
と
し
て
三
つ
の
章
か
ら
成
っ
て
お
り
、
そ
の
構
成
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

村
上
直
編

「
近
世
一
局
尾
山
史
の
研
究
』

刊
行
に
よ
せ
て

は
じ
め
に

高
尾
山
薬
王
院
文
書
に
つ
い
て

第
一
章
高
尾
山
信
仰
の
展
開

近
世
に
お
け
る
高
尾
山
信
仰

法
政
史
学
第
庇
十
二
号

筑
紫
敏
夫

外
山
徹

大
山
隆
玄

村
上
直

村
上
直

以
上
の
よ
う
な
論
題
を
一
瞥
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
書
は
江
戸
時
代

の
高
尾
山
史
に
関
す
る
総
合
的
な
研
究
書
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の

中
心
を
な
す
十
一
本
の
論
文
の
概
要
を
ま
ず
紹
介
し
た
い
。

巻
頭
の
「
高
尾
山
薬
王
院
文
書
に
つ
い
て
」
は
、
本
書
の
総
論
的
な
位
置

を
占
め
る
論
稿
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
薬
王
院
文
書
の
江
戸
時
代
以
来
の
調

査
・
整
理
、
研
究
の
歴
史
を
要
領
よ
く
概
観
し
、
編
者
を
中
心
と
す
る
法
政

ｌ
信
仰
形
態
の
概
観
と
信
仰
圏
ｌ

近
世
の
開
帳
に
関
す
る
一
考
察

會
田
康
範

ｌ
「
高
尾
山
薬
王
院
文
書
」
に
み
ら
れ
る
開
帳
記
事
を
中
心
と
し
て
ｌ

江
戸
に
お
け
る
高
尾
山
薬
王
院
信
徒
の
実
相
に
つ
い
て
實
形
裕
介

高
尾
山
信
仰
の
興
隆
期
と
薬
王
院
の
動
向

外
山
徹

第
二
章
高
尾
山
薬
王
院
と
諸
寺
院
間
の
秩
序

高
尾
山
薬
王
院
の
談
林
再
興
と
報
恩
講
に
つ
い
て

中
島
由
美

近
世
寺
院
に
お
け
る
門
末
秩
序
と
地
域
の
論
理

吉
岡
孝

高
尾
山
薬
王
院
と
大
覚
寺
門
跡

岩
橋
清
美

ｌ
地
方
寺
院
の
門
跡
寺
院
院
室
兼
帯
の
一
事
例
’

第
三
章
高
尾
山
と
幕
府
・
紀
州
藩

高
尾
山
薬
王
院
領
成
立
過
程
と
朱
印
状
交
付
に
つ
い
て
西
沢
淳
男

高
尾
山
薬
王
院
と
紀
州
藩

安
田
寛
子

ｌ
薬
王
院
文
書
の
書
簡
と
由
緒
書
を
中
心
に
ｌ

寺
院
文
書
に
み
ら
れ
る
近
世
民
事
訴
訟
の
実
態

古
城
正
佳

ｌ
高
尾
山
薬
王
院
文
書
を
中
心
に
ｌ

お
わ
り
に

村
上
直
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大
学
高
尾
山
薬
王
院
文
書
調
査
団
の
調
査
・
研
究
の
意
義
を
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
史
料
集
『
高
尾
山
薬
王
院
文
書
』
全
三
巻
に
収
録
さ
れ
た
史
料
を
中

心
に
解
説
を
加
え
て
い
る
。

第
一
章
の
「
高
尾
山
信
仰
の
展
開
」
に
は
四
本
の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
ず
、
「
近
世
に
お
け
る
高
尾
山
信
仰
」
で
は
、
薬
王
院
文
書
と
そ
の

他
の
文
献
資
料
を
使
っ
て
、
前
半
で
は
近
世
初
期
か
ら
後
期
ま
で
の
信
仰
形

態
の
歴
史
的
な
展
開
を
た
ど
る
。
後
半
で
は
、
関
東
地
方
を
中
心
と
す
る
信

仰
圏
の
広
が
り
と
そ
の
構
造
に
つ
い
て
述
べ
、
『
武
蔵
名
勝
図
会
』
や
高
尾

山
直
下
の
村
役
人
層
の
日
記
な
ど
、
史
料
を
駆
使
し
て
叙
述
し
て
い
る
。
さ

ら
に
信
仰
圏
の
伸
長
に
あ
た
っ
て
、
日
護
摩
識
の
講
員
間
に
「
取
次
」
と
い

う
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る
。

「
近
世
の
開
帳
に
関
す
る
一
考
察
」
で
は
、
薬
王
院
文
書
に
み
ら
れ
る
開

帳
の
記
事
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
薬
王
院
が
、
寺
格
の
上
で
田
舎
本

寺
と
い
う
中
間
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
、
幕
府
の
寺
院
政
策
ｌ

薬
王
院
ｌ
江
戸
の
民
衆
と
い
う
諸
関
係
を
と
ら
え
る
こ
と
を
課
題
に
設
定
す

る
。
検
討
の
結
果
、
戦
国
期
か
ら
十
八
世
紀
中
頃
ま
で
の
開
帳
が
、
初
め
は

後
北
条
氏
の
保
護
下
に
あ
り
、
近
世
に
入
っ
て
も
観
音
信
仰
に
基
づ
き
正
確

に
三
十
一
一
一
年
間
隔
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
、
元
禄
期
以
降
の
江

戸
出
開
帳
増
加
に
伴
う
、
実
施
間
隔
の
許
可
基
準
設
定
の
根
拠
と
な
っ
た
と

す
る
。
ま
た
、
宝
暦
期
以
降
、
開
帳
の
運
営
主
体
で
あ
る
江
戸
の
町
人
ら

は
、
民
間
宗
教
者
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
足
袋
屋
清
八
を
介
在
さ
せ
る
こ
と

で
薬
王
院
と
の
関
係
を
深
め
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
江
戸
に
お
け
る
高
尾
山
薬
壬
院
信
徒
の
実
相
に
つ
い
て
」
は
、
文
化
六

年
（
一
八
○
九
）
の
「
江
戸
田
舎
日
護
摩
講
中
元
帳
」
を
主
に
分
析
し
て
、

書
評
と
紹
介

薬
王
院
の
江
戸
在
住
の
信
徒
の
実
態
を
提
示
す
る
。
そ
こ
で
は
、
武
家
で
は

御
三
家
ク
ラ
ス
か
ら
小
禄
の
御
家
人
ま
で
、
町
人
で
は
有
力
問
屋
商
人
か
ら

下
層
町
人
ま
で
と
い
う
よ
う
に
幅
広
い
階
層
へ
の
信
仰
の
浸
透
を
指
摘
し
て

い
る
。
ま
た
、
薬
王
院
は
広
範
な
信
徒
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
多
様
な
現
世

利
益
を
提
示
し
た
が
、
本
稿
で
は
「
火
消
」
信
仰
に
つ
い
て
考
察
し
て
い

る
。

「
高
尾
山
信
仰
の
興
隆
期
と
薬
王
院
の
動
向
」
で
は
、
近
世
に
お
い
て
高

尾
山
信
仰
の
発
展
を
担
っ
た
薬
王
院
の
動
向
に
注
目
す
る
。
ま
ず
、
幕
府
の

所
在
地
で
あ
り
、
人
口
の
集
中
し
た
巨
大
都
市
で
あ
っ
た
、
江
戸
と
薬
王
院

と
の
関
係
を
み
る
た
め
に
、
御
札
の
配
布
、
講
中
の
動
向
、
薬
王
院
貫
主
の

江
戸
滞
在
中
の
動
静
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
近
世
後
期
に
高
尾
山
が
信
仰

の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
「
名
所
」
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
こ
と
を
蛇

滝
の
開
発
な
ど
を
事
例
に
紹
介
し
て
い
る
。

第
一
一
章
の
「
高
尾
山
薬
王
院
と
諸
寺
院
間
の
秩
序
」
に
は
、
三
本
の
論
文

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
高
尾
山
薬
玉
院
の
談
林
再
興
と
報
恩
讃
に

つ
い
て
」
で
は
、
初
め
に
新
義
真
言
宗
の
談
林
（
僧
侶
の
教
育
機
関
）
が
制

度
化
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
概
観
し
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
○
二
）
の
薬
王
院

の
談
林
再
興
と
僧
侶
、
隆
光
の
権
勢
の
強
ま
り
と
の
関
連
を
記
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
薬
王
院
の
住
職
資
格
制
度
で
あ
る
報
恩
識
に
僧
侶
の
出
席
が
減
っ

た
た
め
に
論
学
が
成
立
し
な
い
状
況
と
な
り
、
改
革
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

た
と
す
る
。
そ
の
た
め
薬
王
院
は
修
行
年
数
、
色
衣
免
許
な
ど
の
点
で
末
寺

に
便
宜
を
図
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
近
世
寺
院
に
お
け
る
門
末
秩
序
と
地
域
の
論
理
」
は
、
近
世
の
本
寺
・

末
寺
制
度
が
強
固
な
支
配
性
を
も
つ
と
い
う
説
を
批
判
し
、
薬
王
院
の
末
寺

○
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・
門
徒
組
織
（
Ⅱ
門
末
）
を
事
例
に
、
「
地
域
の
論
理
」
を
吸
い
上
げ
て
ゆ

く
田
舎
本
寺
の
有
様
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
薬
王
院
の
門
末
組
織
を
概
観

し
、
門
末
秩
序
の
編
成
の
さ
れ
方
を
み
る
た
め
に
門
徒
か
ら
末
寺
へ
の
昇
格

の
事
例
を
分
析
す
る
。
そ
の
結
果
、
地
域
社
会
に
お
け
る
昇
格
運
動
が
背
景

に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
地
域
の
要
望
と
し
て
の
村
芝
居
興
行

を
寺
院
が
援
助
し
て
ゆ
く
過
程
を
検
討
し
、
近
世
の
寺
院
体
制
は
「
地
域
の

論
理
」
を
取
り
込
ん
で
ゆ
く
機
能
を
制
度
と
し
て
有
し
て
い
た
と
、
新
鮮
な

提
起
を
し
て
い
る
。

「
高
尾
山
薬
王
院
と
大
覚
寺
門
跡
」
は
、
明
和
五
年
二
七
六
八
）
に
薬

王
院
が
大
覚
寺
の
院
室
の
一
つ
で
あ
る
方
廣
院
院
主
を
兼
帯
し
た
こ
と
を
中

心
に
分
析
し
、
薬
玉
院
と
犬
覚
寺
と
の
関
係
、
及
び
門
跡
寺
院
院
主
兼
帯
の

実
態
を
提
示
し
た
意
欲
作
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
院
室
永
代
兼
帯
は
、
薬
王

院
に
と
っ
て
は
、
新
た
な
権
威
を
取
り
込
ん
で
寺
格
の
上
昇
を
は
か
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
一
方
で
大
覚
寺
に
と
っ
て
は
、
地
方
の
寺
院
に
接
触
し
て
財

政
問
題
を
解
決
し
、
自
己
の
権
威
を
関
東
の
寺
院
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
有

効
で
あ
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
院
室
兼
帯
に
よ
り
薬
王
院
は
、
門
主
の
相
続

や
年
頭
御
礼
な
ど
の
儀
礼
を
通
じ
て
犬
覚
寺
と
の
関
係
を
形
成
し
、
そ
の
た

め
に
触
頭
の
江
戸
四
箇
寺
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
が
弱
ま
り
、
門
跡
寺
院
と
地

方
寺
院
（
薬
王
院
）
と
か
直
接
、
関
係
を
取
り
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘

し
て
い
る
。

第
一
一
一
章
の
「
高
尾
山
と
幕
府
・
紀
州
藩
」
に
は
、
三
本
の
論
文
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
「
高
尾
山
薬
王
院
領
成
立
過
程
と
朱
印
状
交
付
に
つ
い
て
」
で

は
、
寺
領
の
成
立
と
発
給
さ
れ
た
朱
印
状
を
分
析
す
る
。
そ
の
結
果
、
薬
王

院
は
、
初
め
後
北
条
氏
の
、
つ
い
で
代
官
頭
大
久
保
長
安
の
保
護
を
う
け

法
政
史
学
館
丘
’
二
号

た
。
し
か
し
、
長
安
の
失
脚
と
幕
府
の
寺
院
政
策
に
よ
り
寺
領
が
半
減
す

る
。
ま
た
、
朱
印
状
の
書
式
は
、
慶
安
期
に
は
本
末
で
は
っ
き
り
と
し
た
ち

が
い
が
あ
っ
た
が
、
以
降
は
薄
礼
化
さ
れ
て
、
貞
享
の
朱
印
状
で
は
書
式
の

ち
が
い
が
な
く
な
る
も
の
の
、
文
言
上
で
は
薬
王
院
の
本
寺
と
し
て
の
寺
格

は
保
た
れ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
、
朱
印
状
の
交
付
出
願
を
検
討
す
る
こ
と

で
、
近
年
の
幕
政
史
上
の
慶
安
期
の
と
ら
え
方
を
め
ぐ
る
議
論
に
問
題
提
起

を
し
て
い
る
。

「
高
尾
山
薬
王
院
と
紀
州
藩
」
は
、
薬
王
院
文
書
の
書
簡
や
由
緒
書
を
比

較
検
討
す
る
こ
と
で
、
近
世
中
期
頃
か
ら
の
薬
王
院
と
紀
州
藩
と
の
関
係
を

考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
薬
王
院
は
御
三
家
の
紀
州
藩
の
権
威

を
背
景
に
布
教
を
有
利
に
行
お
う
と
し
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
薬
王
院

は
、
紀
州
藩
と
の
関
係
を
記
し
た
由
緒
書
を
少
な
く
と
も
四
回
作
成
し
、
同

藩
と
の
関
係
の
維
持
や
諸
願
を
有
利
に
展
開
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、

社
会
の
変
化
に
と
も
な
い
、
薬
王
院
が
同
藩
と
の
結
び
つ
き
を
よ
り
重
視
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
由
緒
の
内
容
が
一
層
、
強
調
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
し
て
い
る
。

「
寺
院
文
書
に
み
ら
れ
る
近
世
民
事
訴
訟
の
実
態
」
で
は
、
訴
訟
過
程
の

実
態
も
記
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
地
方
文
書
や
寺
院
文
書
を
対
象
に
し

て
、
近
世
の
訴
訟
制
度
を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
薬
王
院
と
近
隣
の

村
々
と
の
山
論
を
分
析
し
な
が
ら
、
訴
訟
制
度
成
立
期
の
過
渡
的
事
例
や
幕

府
機
構
内
の
訴
訟
管
轄
区
分
、
内
済
時
の
扱
人
の
実
態
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
。以
上
、
十
一
本
の
論
文
の
概
要
を
紹
介
し
て
き
た
、
多
く
の
執
筆
者
に
よ

る
論
文
集
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
若
干
の
形
式
上
の
不
統
一
が
み
ら
れ

一
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る
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
体
的
に
み
る
な
ら
ば
、
膨
大
な
薬
王
院
文
書
を
主

な
対
象
と
す
る
、
総
合
的
・
多
面
的
な
論
文
集
と
し
て
は
成
功
し
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
小
稿
で
は
、
個
々
の
論
文
の
熟
成
度
の
深
浅
以
上

に
、
本
書
の
刊
行
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
深
く
見
つ
め
た
い
と
思
う
。

大
山
隆
玄
氏
の
「
刊
行
に
よ
せ
て
」
、
村
上
直
氏
の
「
は
じ
め
に
」
・

「
高
尾
山
薬
王
院
文
書
に
つ
い
て
」
・
「
お
わ
り
に
」
に
よ
る
と
、
刊
行
ま
で

の
経
緯
は
お
お
よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。
薬
王
院
文
書
は
、
近
世
の
地
誌
類

な
ど
を
通
じ
て
、
ご
く
一
部
が
公
に
な
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の

後
、
一
九
六
○
年
度
に
東
京
都
教
育
委
員
会
が
「
浅
川
流
域
文
化
財
総
合
調

査
」
を
実
施
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
同
文
書
群
の
概
要
が
把
握
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
七
八
年
に
薬
王
院
か
ら
「
武
州
高
尾
山
史
料
集
』

（
村
上
直
・
北
原
進
編
）
が
刊
行
さ
れ
、
こ
こ
に
は
六
十
点
近
く
の
貴
重
な

文
書
が
収
録
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
前
提
を
ふ
ま
え
て
、
薬
王
院
文
書
の
全
面
的
な
調
査
が
開
始

さ
れ
た
の
は
一
九
八
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
、
村
上
直
氏
を
団
長

と
す
る
法
政
大
学
高
尾
山
薬
王
院
文
書
調
査
団
が
結
成
さ
れ
、
文
学
部
史
学

科
の
卒
業
生
や
近
世
史
ゼ
ミ
の
院
生
・
学
生
に
よ
っ
て
、
整
理
・
分
類
作
業

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
、
は
や
く
も
翌
八
七
年
に
『
高
尾
山
薬
王
院
文

書
目
録
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
八
八
年
作
成
の
「
目
録
補
遺
」
を
含
め
て
二

千
六
百
点
近
い
文
書
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
調
査

団
で
は
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
文
書
を
史
料
集
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
に

し
、
収
録
文
書
の
選
定
と
解
読
作
業
を
進
め
、
一
九
九
二
年
ま
で
に
『
高
尾

山
薬
王
院
文
書
」
全
三
巻
（
法
政
大
学
多
摩
図
書
館
地
方
資
料
室
委
員
会

編
）
の
刊
行
を
終
了
し
た
。

蓄
評
と
紹
介

本
書
巻
末
の
「
高
尾
山
史
に
関
す
る
研
究
一
覧
」
に
よ
れ
ば
、
史
料
集
完

結
後
、
時
を
移
さ
ず
、
近
世
史
ゼ
ミ
の
院
生
に
よ
っ
て
、
ゼ
ミ
で
の
研
究
発

表
と
そ
れ
を
う
け
た
討
論
が
組
織
さ
れ
、
合
わ
せ
て
三
十
六
回
に
及
ん
だ
と

い
う
。
ま
た
、
院
生
の
多
く
が
薬
王
院
文
書
を
使
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

会
で
報
告
・
発
表
を
行
い
、
さ
ら
に
学
会
誌
な
ど
に
論
文
を
執
筆
す
る
な
ど

旺
盛
な
研
究
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
集
団
的
研
究
、
及
び
個

人
研
究
の
豊
か
な
蓄
積
の
上
に
本
書
は
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
調
査
団
の

結
成
か
ら
十
二
年
目
の
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
刊
行
ま
で
の
経
緯
を
み
る
と
、
膨
大
な
量
の
貴
重
な
文
書

群
に
対
し
て
、
調
査
、
目
録
作
成
、
史
料
集
編
纂
、
研
究
活
動
が
、
す
べ
て

集
団
的
に
行
わ
れ
、
最
上
の
成
果
と
し
て
本
書
に
結
実
し
て
い
る
こ
と
が
よ

く
わ
か
る
。
長
期
間
の
全
過
程
に
わ
た
っ
て
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
村
上
直
氏

は
も
ち
ろ
ん
、
執
筆
者
・
調
査
団
・
ゼ
ミ
生
な
ど
関
係
者
の
方
々
の
労
力
に

対
し
て
敬
意
を
表
し
た
い
。
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
研
究
成
果
が
刊

行
さ
れ
、
歴
史
学
会
の
共
有
財
産
に
な
っ
た
こ
と
を
慶
び
た
い
と
思
う
。

〔
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